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夫

との「木村の乾燥機構に関する研究J は樹干，[1:， J手さ p 外周条件に対して乾燥可能の時1m的な

限界を三!とめるととにその日棋を沿いて進めて来たので、ある。繊維飽和点以下にたいてはすでに

水分伝導度Kの樹杭， J手さ p 外用]条件等との関係、を求め乾燥に要する時1m を ;\I);;tによって求め

られる見透しをえたので、あるが，融制t飽和点以上l乙ついては従来拡散方程式の、適Jij性は勿論の

ととその併に王つては Sherwood(7)等の報台あるのみで，所要乾燥n寺IlUを計算する段階に到

達していない。そとで筆者達は生材きと数同にわたり一定条件下で乾燥して水分々布の時間的変

化を求め拡散方組式油川の可否を検討し乾燥条件を決めて各段附の併をえたのでp 乾燥時間

算出の桁を見つけるととが出来た。と1. I亡発表して御批判をとう共第である。

f古I実験は常にが.J 2 週I1日にわたり毘夜の11リなく続行したもので，凡て大行ip 柏原両技宵の労を

煩わしたものであるととを特に附記しp との両君，並に終始御援助をj助った斉藤木材部長に謹

みて謝立を去する。

E 水分拡散方程式と境界条件

(a) 拡散方程式

8u Tr82u 
繊維飽和点以下にゐける水分移動は一般に拡散の問題として取扱われているがp 辰二K面2

の式で、も境界条1'1'を炎両居の合水率がそのときの乾燥条件に応やる"'1三術合水率にttごしていると

して解けばp との計算式による水分減少経過と実iJlIIの結県とはよく一致するととをすでに報告

した〈の。 繊維飽和点以上の水分移動に関しては Haw!ey(円 Krischer(3) , S白tamm(9へJ

mannが("勾〉等によりいろいろの説がH旧日えられているがF 少くも繊維飽和点以上にたける水分移動

はとれ以下の如き蒸気圧差によるものではないと一般には考えられて沿 h 古< Hawley(J) は

車III胞内~"~の水分移動を紋孔 i乙沿けるメニスカスの差にもとづく吸引力によって液休のかたちで

行われるものとしp 従って水分1tri斜も滑らかな曲線でなしとのよう左移動を行う部分で、は辺:

峻な曲棋をなすものとみなしている。との考え方は現在でも尚支持されp 最近 Kröll(のは繊
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すMt6Df: ll，点、以上の水分移動については毛事IH Þ{i'力による式をm うべきととを捉H目している。たしか

にとのような考え方による水分移動はありうるで 3うろうしp 水分々::([î曲線も Hawley のいう

ごとく一部に沿いて;示唆となるととも多くの実験結果によって示されている。水分々荷îF!t1紘が

繊維飽和1/，;\1-.:1、ト，にむいて 7i?にとのようになるのであればp か L る水分々不íiflfl棋を一つの式てλミ

すととも/1 1，来危いし，亦熱伝導の方IZ式を泊川するととも 11\来ないであろう。しかし筆者培が

すでに数[['1 にわたって水分々不rîの時IiH的変化を測定した品.'i:i1~によると (Fig. 3 , 4 , 5 参1mリ

分ギji Ilh~Jí~の J11式は間々のものがえられ，一部に必いて念:峻になるのは乾燥条干1:がきび、しくて夫

同での蒸発に対して内部にゐける水クパ多勤がili随し何ないためではないかとも)5えられる。現

に 1;0 --J)j(木から木取りしたプナ板(厚さ 5 cm) を陀1:A~条nの異なる二つの場合，即ち i民度

50 0 C , 関係湿度 74% 及び 54% にたいて位煉させたときの水分々布の時川的変化は (Fig.

3 , 4 及び、 5 を参!!\ü I lJj らかに乾燥条1'1ーのきびしい叫合ではうトギiîrl!l紘が一部にむいてな峻にな

ったが，ゆるい場合にはl円竹な rllJ机がえられたのである。とのイnJ)Lが泊切で、あるかは簡単に結

論づけられないであろうがp 乾燥した結果合ノ1'(率の多い当初Jからきびしい条件で乾燥させると

夫両側化の徴肢がみうけられp 時には夫同I剖)Lを生やるとともある ω 従って少くも合水率の多

い材を~i'i陳させるには一般に行はれているように故例はゆるい条件を川いて水分々不lîをして -'I~

滑ならしめるようにすべきでなかろうか。とのやうに/水k分々布が

条f刊'1二を f川川lリjハしい、刈~.れノ工Lば '1円♀勾斗引!，円'1け7な分〆冶布d市;曲紘を保つたま1.]乾i乾吃:燥世灼燥古荒5 させるととカが:汁11川i来るのでで、 P とのような場合に

限って繊杭飽和点以下に.:j;-ける拡散と同様な式を)IJいても差支ないものと dl目、われる。

1;'，)繊中J!rnfiJ.;fII ，点、以一上で、の ;J'(分移動は蒸気圧差ではなくて合水率差によるものと考えるべきであ

るので， 1ì;]\率紅);~く拡散方程式名-K;与をJiJいても却怜いものとれ，討しに対

する Wrをと求めた。

(b) 境界条件

との方程式制作くためにはまづ境界条件と初期l条1'1: をユiごめなければならない。

( i ) 恒率乾燥時

乾燥辿何度判f，i!(率状態を示すのは去「白I肢の合ノK率が蛾Mlr他手11点以下l乙低下して，蒸発のため蒸

発熱の外に分離熱を要するためであることの見解をすでに報去した仰。とれが正しいとするな

らば恒率乾燥を示す限りは表面居の合水率は常に繊永住飽和点以上で、あると考えられるがp これ

の時間的な減少の状態を正確に把握するととは容易でない。数lりにわたる水分分布の時間的変

化を推定した実験結果から表面居合水率の減少状態を求めてみると Fig.l の如く全般的には

直線的に低下しているものと ~~lわれる。

とれはp 恒率乾燥にゐいては表面蒸発が主体で(b 1) ，単位時間 i乙ゐける蒸発量が等しいから

であってp 少くとも表面居の温度がそのときの乾燥条件の湿球温度に達した後は p か L る状態
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Fig. 1. Decreasing course of 

surface moisture content at 

50 0 C, 74%. 

(ii) 第 1 減率乾燥時

を呈するものと考ーえられる。とのようであるならば友

商で、の蒸発量は乾燥条件によって異なるがp 樹種， J豆

さ等のお響はうけないものと，I目、われる。しかし蒸発量

でなくて減少した合水率で表わすならば、P 勿論表面合

;J'(率低下の時間的関係はとれらの凶子により異なって

くるであろう。括ってとの場合の境界条引をご共式の1m

くした。

us=At+uo ・・・... .・ ・(1)

但し uo: 当初の合水率

A: 条1Ltーにより異なる常数

iM 

期条↑11'は

t=O にて u=uo ・・・ ・ ・ー・ (2)

である。

、、

d旬

、

i減成率乾f燥恭に Jゐ守ける去而合水率のi減成少状j態主主釦U~は土すで lに亡報昔した(仰Gの)よう lに亡乙P 指数I的1I川11 初机仰A加νíU'1町l

る時刻に主ゐr ける去泊匝面一[j合7水k率 u砧s は一般に~j次7たC式

M付 = Be-Cé十 Ur，............... • ・・・・・・ 0 ・・・・・・・・・ ・ .(3) 

似し B , C: 条件による異なる '~~i;数

uσ: 乾燥条件に対応する fl哨J合;]'\率

a で表わされるのでp とれを用いた。

f^ìとの場合の初期j条件としてはp 減率になったときを以てとの段階の初期 (1 二 0) とし，と

のときの水分々イjîlll時jh式を用いるととは言うまでもない。

(iii) 第2減率乾燥時

との段階では夫同j~水率はすで、に外周条1'1二 iこ対する 21哨J合水率になっ℃いると汚えられるの

でp 境界条件は

Us二 Ue ....ー・・・・・ ・・・・・・・・・ー・ー・ー・ー・・・ ...........................(4) 

である。しかしp 初期j条件に対してはとの段階を第 1 減率時と区別し，再て): t=O に対する分

イiîlll山主式を用いると後述するように数値計算七也わしくないのでp むしろとの段階は前段附の

延長と考え p たピ境界条件の Us を時間と共に変化しない[JI'[， 1!Jlち U，， =Ue の特定自立をとるも

のとした。
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III 水分拡散方程式の解

( i ) 恒率乾燥時

OU γF 
万t =K 1 -Õ子一・・・・・・・・・・ー・ ・ ・ ・・ ・ ・・・・・・・・・・・ー・ ・ ・・・・ ・ ・ ・・・ (5)

境界条件 x=o u=At十叫=Us ¥ 
.(6) 

克二 [ u 二 At十u"=us I 

イ11 し Us > 30.96 
初期!条1'J: t 二 o U 二 UI)・・・・・ ・ ・ ・ー・ ・ ・・・・・・・ ・ ・・・・・・・・・ ・ ・ ・ ・ (7) 

うト u=u'+がとゐき " u' , u./ はjミ々手くの条件を満足するものとする。

との u'" u.， を解くと犬々弐の如くなる。

A (1 [¥2 [~"1 
u'= 一 I (x-~ )-7 I+At+uo ・・ (8)

2Kl l._\~ 2) 4) 

蛄' T7  �2u' 禧'1 T7  �2u" 
Bt 13F | つiit-L'lij王子

。
，

t

〕

=
一
一
口

x

z

t

 

u'=At+uo 

u' ニコ At+ 目。

叫'1=0

u"=o 
,11 u' ニごuu-u'

が=ヱCne:-K 1a ,,2t …,B(z; ] (9)

(2n-l)7T 
但し αn一一一寸一ー←

初期l条件を川いてヱCn を求めると p

勺Cn=n1:r(.L+ lJ[2=c ~r- ~[2 =一一(←一+3112キ一一 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・(10)2Kl¥ 47T π r . 2Kl 47T 

となるので u のf(jl(ーは
(2nー 1)2π2

A (", ['2 [2 , 3[2 ~-Kl'-" ,;' t ___(2n-1)π 
=uo+At+一一 I (x一一)2一一十一 e 1" v

, cos ，~"一一一一
2Kl l._'~ 2 / 4' 47T v ， ~~U 

[ 

(xーを)J . . , • , . • • • . • . • . . . . . •. : ,... , • • • • . • • • . . • • . • . • . . . • . • • • . (11) 

となり p 近似的には
村Z

二 Ull十At+A 「(x-1-)Z-11笠i eーんが cos竺(x- ~) ì.. ・・(12)
2Kll._ v' 2/ 4'  47T v .~~U ['~ 2 / ) 

となる。

亦3うる時刻に於ける平均合水率 u怖は

2ft/a A/12312-kld)zt¥ 
um= -7 L J(U) • dド Uo+At十 (一一一十 λt b ) - (13) Jo J ,VV/ vv.~ vVl}' .~V ， Kl ¥ 12' 47T" v 

) 

となる。従って t に対する Um を知って Kl を求めるには上式がさえの如〈変形されるのでp
ザ 2

(K1J2 〕472-KI( 云) t {Um一 (Uu+At)弘一+EJ3F-e t -----------------(14) 

両辺は Kl のみの函数となり p 図上で、 Kl を求めるととができる。

(ii) 第 1 識率乾燥時

8u T 7"' 
fJ'Ju 

. (15) ót ι2 ﾓX2 

境界条1tl" x 二 o u=Be一-ct+ Ue二 Us 1 
ー・(1 6)

x=[ U= Be-<:t+ue= Us J 
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初期条1'1' t=O U ニf(x)

ザ 2

A (，~ 1 , 0 1 2 . 3/2 -Kl ( .;) t 71" " 1 , � 
=4:720十三KIL(:¥-T)2_i-+否e "L' l' .cos了(λ-2) J'" (17) 

USfJ 

とれを解くと分イ'Ijllll~~~は Sill 曲線となり， 境界面では u=O となに 実際と一致しないの

で， (16) 式に沿いて t を定めると叫が常に決定されるのでp とれを常数と見倣しp

とたき，

u-us 二 U ......................... ・・・ ・ ・ ・ ・・・・・・・・・ ・ ・ ・ (18) 

Us I乙座455変換をすると p

θU Tr  fPU 
一一二K2 '~w-; ・ F ・・・ ・ ・ ・・・・・・・・・・ ・ ・ ・ ・ ・・・ ・ ・ー・ ・“・ ・・・・・・(19)

Ó't ιUル

となり p 境界条111'は

X ニ O u-us二 U=o
. .(20) 

x=1 u-u,, =U=o 

となり，初!tJJ条1'1ーは

t ニ O
Af12123126-kl(?)zto 

-Us=U=(Uso-u.)+ ~;fl (λー )一一+一一2K j , ," V 2 / 4'  471" 

π(入 -~) � ・ ・ ・・・・・・ ・・・・・・・・・・・ (21)
1 '" 2 j ) 

(但し toニ恒率乾燥時の故後の時刻)

であるから， とのjfýf は

伊ヂ 2 ., 
2 て16-K2(fM.S. 竺 i一戸 In fxjoftUsin7λ品・・・・・・・・ー (22) 

とれを計算すると水分々布を示す式として次式がえられる。

2 寸 -K2 (竺)zt.M 「 fA212121
ニ us+J 〉j J .sln x l1(uso-us) ー←一一一一1一一

A 3[2 1 _ -K1 (手)2t日 1
2瓦 471" . 2νωj 

亦平均合;J'(率 U闘は

2 精/2 
戸 fjof(X)dx

の式から次のお1<ーなる。

ll.. ,..su "'j 2Kl 7(" ) 

-・・・ (23)

-・ (24)

um=Us++  7 [(何回 u.)ーま手〕与+会;32 レ -K1 (子)2to)
P 

"" 2 

~ -K2 (ー) t 三:e 島 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ :25)

とれは共の主fI <書きかえられるので2

27Z2  

与主Lj 〔eK2(子)t+16-9ka(子) t + ・1-....... ..•••. (26) 
l- , 9 - ) 

Kt 
すでに第 1 報で述べた女fI <右辺の凡ゆる (//2戸 i亡対する値を予め曲棋で表めしてむけば，
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Kot 
(26) 式の左辺の位に応やる(l/2)" をとの曲線から求められるので， Ko を計算するととがtI\

来る。

1，'，ì'との段階にゐける初:ltJJの水分分布が (21) のような恒率乾燥からの継続でなくて，単独に

故初から或る分布曲線を示している場合の解を附加して必〈。分布r![j線には種々の型式がある

が， (21) 式と極めて良〈一致するのは Sonnlei thner<めの示した Parabola と忠、われるの

で，とれを用いて解いた。

f 
以 [J ち t 二 0: u=f(x)=u，同+c(x-E)2 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・ ・ ・ ・ (27) 

とすると， (23) 式の代 1) に

u ， 2 ゃ e-K2 (ケ)"， _,._ n三 x. r一+c( ~2 _ ~/"" � 
二 Us -t-7μ ・ 5山 r x. L Um↑刊 4 一五事γ)J

21 /1 • 1 . 1 
てご一(1+。斗~ +... )・・ ・・・・・・・・・・・・・・ ・・ (28)

" ,J ﾕJ 

が件られる。

(iii) 第2減率乾燥時

� TT  fy2u ..(29) 
θt -. L.l.3 ﾓX2 

との時期lでは既に表面肢の合水率がÎrc:燥条件に対する_2f王制合水率 Ue 1乙達しているので，前

宅(j と同様に l( -Ue ニ U ・ ・・・目・・・・・田・・・・・・・目・ ..................... ..(30) 

とたけばp 境界条件は

Z二 O

x=l 

U二 o 1 
. (31) 

u=o J 
7t 

初期条件は わOJ U=f (x )=Uc• sinyx.......... ・ー・・ ・ ・・・・・ (32)

但し Uc二 Uc-Ue で3 第 1 ì成率乾燥の末期に沿げる自由 1[t心合水率で、ある。

との解は

仰マT' :3 rl 

U=千三〆a(千)t shfヂ x. J/(λ). sinケλdλ (33) 

で，近似的には三えのようになる。
.#'1.γι “ 

U 二 Ue + (uc-uel sin子 x.~ e-K3守) t ...................... . (34) 

'Jj;-"j王l[cJ合水率は

"7"rr “ 

伽二 Uσ+す(Uc 仏)ヱe -Ka( 子) t β5) 

となし前引と同様に M問をタ，nJLぱ K:r を計算するととが出来る。

Kt 
しかし3 実際の数値計算に当つては，との段階にたいて t二O よりはじめると p の( 112)2 

fJ~Lが極めて小さくなり，実際と一致しない。むしろとの段階では出 1 減率乾燥の延長と考え p

境界条件を Us 二 Ue とし，第 1 減率乾燥の特殊な場合として計算するのが安当であると考えら
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れる。それ故計算に当つては，特に本引の解を用いなかった。

W 計算式の検討

(a) 実験

寸法 25.0x10.0x 5.0(cm) のプナ材を温度 50 0C 関係湿度 74% の恒湿恒湿器の中にゐ

き 3 とれに制度分ギrî1J!IJ定のために熱電対仁水分々イH測定のため厚さ方II'J の 5 ヶ所(表面と rll

dむとの間で)に針状電極を押入し

た。亦別に令水率減少の経過をilllJ定

するために同一条{1ドの材を入れ，と

一定時間待に重量測定のできるよう

にした。

合7]\率i成ゅの経過及び水分々布の

時1m的変化は夫k Fig.2J 3 及び 4

に示すようである。との程度の水分

々不íî曲棋であれば、水分拡散に関する

上式が適fIjされるものとして，測定

結果を上iliの計算式に趨Flj して，そ

の適否を検討してみる。尚参考のた

めに関係湿度 54% で、乾燥させた場合の水分々布曲線の変化を Fig.5 に示したが，との場合

は前述したように水分拡散のJ左本式は適用されないと思われるので，数値計算を行わなかっ

れをスプリングパランスにて吊し3

却
却、

ミ
認
可
、
と
え 20 

'グ; 20 40 60 � 
古川 h 

Fig. 2. Decreasing course of averaged 

moistur巴 content， weighted by spring 

balance of test piece. 

た。

(b) 水分伝導率 K の計算

( i ) 恒率乾燥時の K

(14) 式を用いて計算されるが，問題になるのは A の値である。との自立は乾燥条件s 樹師，

J享さ等が定まれば付有の数値を与えるものであり，今後の実験，考察によって定めなければな

らない。と L では水分々千fj曲線による表面辰にたける合水率の減少経過から No.2， No. 3 に

対しゴミ々 A二一1.2， -2.0 と

ゐいた。更に t にとの期1m中の

誼当な値をとれば， (14) 式の

両辺l土 K のみの函数となるの

で， K のf直を Table 1 の如〈

求めることが/1\来る。

Table 1. Values of K. (cm"fh) 

Time No.2 Time No.3 

20h 0.055 10h 0.16 

30 0.050 20 0.20 

40 0.043 30 0.17 

Mean 0.0493 Mean 0.177 
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Fig. 4. Moisture distribution in each 

time, which was computed by electric 
resistance , in the course of drying 

at 50o C, 74%. 
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Fig. 3. Moisture distribution in each 

time, which was computed by electric 

resistance, in the cours邑 of drying 

at 50 o C, 74%. 
(Heartwood of b唱ech)

減率乾燥時の K、
、f
j

・

1
・
1〆4

\

titU成率乾煉時の~j~I.J;iiーにあたっても 3 境界条件たる (16) 式の係数 B， C を決めなければな

との場とれらの係数も乾!保条件，樹柿， ]早さ等によって定められるべき値であるがpらない。

合の計算に JIJ いた恒率末期の去而合水率はイirJれも約 40% であったのが，分イri曲線の変化から

u. No.3 はがJ 50 時Ii llで、表而合*.率は犬々ヱi三f~ij に注したものとし3No.2 は約 100 時1/lJ，

と時間との[jIJ には Fig 6 のまfIき指数的関係があるものとした。測定して求めた平均合水率 U'"

K3 を Table 2 の如く計算すると(26) 式を用いて Ke，とその時刻に対する u. を知れば，
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(c) 計算値と実測値の比較

上挫した計算式の趨否を検討するため，前

項で求めた係数 K1 ， Ko , 1むを川いて各時

刻にたける千均合水率を計算し，との値と実

1JlIj~在とを比較してみた。その結巣は Table 3 

の如くで，両者はjJJ存一致している。従って K

の値を知り，境界条1'1二がジとまれば水分減少の

経過を計算するととが11\来る。

向水分々ギtîを示す方私i二式(12) ， (23) に夫

々 K の他を代入すれば各時刻にむける分布

Iltj紘が件られる。 Fig. 7, 8 がとれである。電気抵抗から推定した分'(Jî rllJ線 (Fig. 3, 4) と比

較すると，外部位の数f!l'[は必らす・しも一致しているとは言えないが(とれには和々の理111が考
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Fig. 6. Decreasing course of surface 

moisture content during the 1st 

decreasing rate of drying. 

とができる。以上の如〈恒率より減率uç 1 , 

第 2 と乾燥速度が遅くなるにつれて水分伝導

係数 K は小さくなり，第 2i成率の自立l士官1率

の 1/2.7 ~1/3.5 になっている。

えられるが)， 分イiîrlll棋の型式は|昨一致しているというととが出来る。

以上従来繊維飽和点以下でのみilliiJljされていた拡散方程式を全乾燥期間に拡大して解を求

め，水分伝導度 K の他にもより広純函の意義をもたせて，とれによる計算他の安当性をのべ

てきた。しかしとれを解くためには'Iü率，第 1 減率にゐける境界条1'1-の問題が残されてゐり，

今後の研究にまちたい。
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Table 2. Calculation of Ko , K3・

1 !lne I~. Period of I ;_..~::- I Time for I 
reasinll ;' ;:':., Icalculationi 帥附
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L
1
A

0.0243 

6.0219 

0.0200 

0.0186 

K2=0.0212 

0.0179 

K3=0.0180 

No.3 

40 10 50.0 29.0 21.0 0.581 

1 st 
50 20 43.0 22.0 21.0 0.491 

60 30 38.0 17.5 20.5 0.431 

40 31.5 14.8 Ib.7 0.332 

1. 60 I 0.0870 

3.21 I 0.0633 

4_81 i O. 回30

6.40 I 0.0565 

K2=0.0649 

日0 50 28.5 13.0 15.5 0.297 0.407 8.00 0.0508 

80 60 26.4 " 13.4 0.257 0.466 9.60 0.0486 

100 70 24.0 " 11.0 0.211 0.545 1.12 0.0487 

2nd 120 90 21.0 " 8.0 O. 1535 0.676 1. 44 0.0470 

140 110 18.8 " 5.8 0.1113 0.804 1.76 0.0457 

160 130 17.0 " 4.0 0.0759 0.945 2.08 0.0454 

180 150 15.2 " 2.2 0.0422 1.205 2.40 0.0502 

K3=0.0480 
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Table 3. Comparison the values of calculation with 

that of measurment 

100 

71.0 

+0.5 11 10 i 92 92 

+0.7 ': 20 I 77.5 76 

ゴ::li 30i606i60  

(K1=0.177) (Kj =0. 0493) 
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51.6 60.1 60.0 50.0 

52.0 42.6 43.0 

38.0 

52.4 

45.7 

39.8 

46.0 35.3 

41.3 

K3 

140 

160 

180 

140 18.2 18.8 

160 16.6 17.0 

II-~~ 
15.5 15.2 

(K3=0.0180) (K3=0.0480) 
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R駸um� 

These studies on the mechanisms of wood drying have been conducted for 

the purpose of obtaining the limit of time to dry wood for various species, 
thicknesses and surrounding conditions. As the relations of moisture conductivity 
K with the conditions described above have been obtained below fibre-saturation 
point , it could be expected that we could calculate the time for drying of wood 
from them. But above the fibre-saturation point it is not possible to calculate 

these times, as the application of the diffusion equation at this stage has not yet 
been investigated. Therefore, several experiments were conducted to test at 50 o C, 
relative humidity of 50% and 74%, to determine whether the moisture throughout 
the wood moves on the principle of the diffusion or not. It was found that the 
moisture moved as the diffusion even above the fibre-saturation point in general 

conditions, which is much the same condition as in kiln drying of wood, and its 
moistuτe distribution coulcl_ be shown by an equation. 

Accordingly, assuming that the moisture moves as shown by the diffusion 
Q ",. ~:2 ，u 

equation す=K訟 in the case of 旬ing in general conditions, t恥 bound町

conditions at each stage of dry匤g were determined according to the reports 
already published, and they are as follows, 

at constant rate of むying.

us=At+uo 
at 1st decreasing rate 

us= Be-<:t+ue 
and at 2nd decreasing rate 

us=Ue 

where Us is the surface moisture content , Uo the initial moisture content, ue 

the equilibrium moisture content , and A , B , C are constants. And the solutions 

of this equation at each case are as follows respectively, 
at constant rate: 

Ar1212312-KAt1  
U=uo十At十一一 I (x一一〕一一+一一←e- H1 12 • .cos+(x-~) I 2K1l ，~ 2/ 4' 47T <- .~~~ l'~ 2/) 

at decreasing rate: 

2ー -K2 (互)2 1 _,__ n7T .. r r /.. .. , A 212 ~ 2l 
u == U，~ + 一一三J6 2 1 31n x i |(uso us) 一- 1 lL...J- .~H' l <-Ll , --ðV --�/ 2K!'lr2j 'lr 

+Ji 主116-K1( 了 )2tol
2Kl 4'lr 2 - J 

Scrutiny 01 the equations solved_ 
The change of weights and moisture distributions of test pieces of beech, 

which were dried in a condition of temperature 50 o C, relative humidity 74%, 
and whose sizes were 25 x 10 x 5 (cm) , were measured by means of spring balances 
and electric resistance, and the results obtained were shown in Fig. 3, 4. 

Assuming that the diffusion equations solved above could be applied in 

the case of such moisture distribution as these, the suitability of the equatior二s

solved above was inspected by applying the results obtained to these equations. 

Calculation 01 moisture conductivity K. 
The values of K at the stage of constant and decreasing rate of drying 

were calculated by use of formula (14) , and (26). The results obtained were 
shown in Table 1, 2. As verified in these, it can be recognized that the values 
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of K become smaller as the stage of drying changed from the constant rate to 
the decreasing rate, and the drying velocities gradually decreased. 

Comρarison 01 the values calculated with that measured. 
The suitabilities of equations were inspected by comparing the moisture 

content caIculated by Kl, Ka and K3 , which were obtained above, with that 
measured in each stage. Both values approximately coincided as is shown in 
Table 3. Accordingly, if values of K were known, and the boundary conditions 
were determined, it would be possible to calculate the courses of decreasing 
moisture. The curves of moisture distribution at each stage can be obtained, 
moreover, by substituting the values of K to the equations (12) , and (23) , 
which give the moisture distribution, as shown in Fig. 7, 8. 1t can be said that 
this calculated moisture distribution approximately coincided with that assumed 
by electric resistance. 


